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三田社会学の創刊にあたって

山岸 健

青春 の地をある人び とは、三田の山 と呼び、また、ある人び とは、丘の上 と呼ぶ。

 戦後、数年経ったある 日、彫刻家、イサム ・ノグチ と建築家、谷口吉郎は、そろって三

田の山に姿 を見せている。その とき、 この彫 刻家は、建築家に向かって、 ここはア クロポ

リスだ、 と叫んだのである。 ジ ョン ・ダンの ある詩を もじって、三田の山をこのタンポポ

の丘 this Dandelion hill と呼んだ のは、西脇順三郎で ある。四月か ら五月の初め頃

まで三田の山のいたるところにタンポポが咲き乱れていたか らである。

 昭和30年 代の初め頃には、 この丘の上か ら海が見えた ことが思い出 される。教室の窓 か

らかなたに房総半島の一部が展望 された 日があった。窓を開ければ、海が見えたのである。

 いま、三田界隈の風景は、 日ごとに変わ りつつあるよ うに思われ る。時は過ぎ去 ったの

である。

 1996年 夏、三 田社会 学 が船出する。三田社 会 学 の永続的な発展 と三田社会学会の充実

した研究活動を祈 りたい。 この学会誌の存在 意義が年を追 って高ま り、その内容がます ま

す豊かなもの となるな らば、まことに幸いだ と思 う。会員の方々の心暖まる協力 と力強 い

支持 を切望する次第である。

 三 田社会 学誌上でオ リジナルな研究がつぎっぎに発表 され てい くことだ ろ う。社会学

を越えた広が りで、 さまざまな視点か ら、い ろい ろなパースペ クティヴで、人間 と社会へ

の、 日常生活への、時代への、多様なアプ ローチが、意欲的に試み られてい くにちがい な

い。 三田社 会 学 のた めに積極的に研究成果 を発表 していただ きたい と思 う。会員の方々

の支え と協力によって、存在感のある高水準 のジャーナルがかたちつ くられてい くことが

期待 される。

 三田の山、西端 にあるイサム ・ノグチの彫刻作品 「無」  半円を描いた独特の形が私

たちの 目に映る。飛翔する鳥がイメージされた作品だ。三 田社会 学 の雄飛が期待 される。

 TEMPUS FUGIT "時 は過ぎゆ く"  三田Ill上、旧図書館、外壁の時計の文字盤に飾 られ

た言葉だ。12時 にあたる ところには砂時計がデザインされている。姿を変 えた 日時計であ

る。

 過ぎゆ く時の流れ のなかで 、 三川社 会学 に着実 な歩みが 見られ ることを希望 したい。

タンポポの丘、ア クロポ リスにおいて、いま、新たなペ ージが開かれ る。

                       (やまぎし たけし 第3期 三田社会学会会長)
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